
(57)【要約】

超音波造影剤を患者の胸部の管内腔に注入して、胸部の

特定の葉内の１以上の管の画像化を増強し、その特定の

葉の管系内の病巣の特徴付けを改善することによる、胸

部組織の超音波画像化のためのシステムおよび方法を開

示する。胸部画像化を改善するために使用される超音波

造影剤は、乳頭の開口部を通じて管内腔へおよび／また

は管壁を通じて管内腔へ注入され得る。この超音波造影

剤は、超音波画像化の前および／または間に注入され得

る。この超音波造影剤は、ハロゲン化炭化水素、ハロゲ

ン化アルカンガス、窒素、ヘリウム、アルゴンおよび／

またはキセノンのような音響的に検出可能なガスであり

得る。このハロゲン化アルカンガスは、飽和ペルフルオ

ロカーボン、不飽和ペルフルオロカーボンおよび／また

は環状ペルフルオロカーボンのような過フッ化炭化水素

であり得る。あるいは、この音響的に検出可能なガスは

、液体溶液中に混合され得る。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
胸 部 組 織 の 超 音 波 画 像 化 の た め の 方 法 に お い て 、 改 善 が 、 ヒ ト 患 者 の 胸 部 の 管 内 腔 に 超 音
波 造 影 剤 を 注 入 す る 工 程 を 包 含 す る 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 超 音 波 造 影 剤 は 、 前 記 管 内 腔 へ の 乳 頭 の 開 口 部 お よ
び 管 壁 の う ち の 少 な く と も １ つ を 通 じ て 管 内 腔 へ と 注 入 さ れ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 超 音 波 造 影 剤 は 、 超 音 波 画 像 化 の 前 ま た は 間 の 少 な
く と も 一 方 の と き に 注 入 さ れ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 超 音 波 造 影 剤 は 、 音 響 的 に 検 出 可 能 な ガ ス で あ る 、
方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 音 響 的 に 検 出 可 能 な ガ ス は 、 ハ ロ ゲ ン 化 炭 化 水 素 で
あ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 音 響 的 に 検 出 可 能 な ガ ス は 、 ハ ロ ゲ ン 化 ア ル カ ン ガ
ス 、 窒 素 、 ヘ リ ウ ム 、 ア ル ゴ ン お よ び キ セ ノ ン か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 ハ ロ ゲ ン 化 ア ル カ ン ガ ス は 、 飽 和 ペ ル フ ル オ ロ カ ー
ボ ン 、 不 飽 和 ペ ル フ ル オ ロ カ ー ボ ン 、 お よ び 環 状 ペ ル フ ル オ ロ カ ー ボ ン か ら な る 群 よ り 選
択 さ れ る 過 フ ッ 化 炭 化 水 素 で あ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 音 響 的 に 検 出 可 能 な ガ ス は 、 液 体 溶 液 中 に 混 合 さ れ
て い る 、 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
（ 関 連 出 願 の 引 用 ）
本 出 願 は 、 ２ ０ ０ １ 年 ９ 月 １ ２ 日 出 願 の 米 国 仮 特 許 出 願 第 ６ ０ ／ ３ ２ ２ ， ６ ３ ４ 号 （ 標 題
「 Ｔ ｉ ｓ ｓ ｕ ｅ 　 Ｓ ｅ ｖ ｅ ｒ ｉ ｎ ｇ 　 ａ ｎ ｄ 　 Ｒ ｅ ｍ ｏ ｖ ａ ｌ 　 Ｄ ｅ ｖ ｉ ｃ ｅ ｓ 　 ａ ｎ ｄ
　 Ｍ ｅ ｔ ｈ ｏ ｄ ｓ 」 ） の 優 先 権 を 主 張 し 、 そ の 全 体 が 、 本 明 細 書 中 に 参 考 と し て 援 用 さ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
（ 発 明 の 背 景 ）
（ １ ． 発 明 の 分 野 ）
本 発 明 は 、 一 般 に 、 超 音 波 造 影 剤 を 使 用 す る 超 音 波 画 像 化 に 関 す る 。 特 に 、 超 音 波 造 影 剤
を 、 患 者 の 胸 部 の 管 内 腔 に 注 入 し て 、 胸 部 の 特 定 の 葉 内 の １ 以 上 の 管 の 画 像 化 を 増 強 し 、
そ の 特 定 の 葉 の 管 系 内 の 病 巣 の 特 徴 付 け を 改 善 す る こ と に よ る 、 胸 部 組 織 の 超 音 波 画 像 化
の た め の シ ス テ ム お よ び 方 法 を 開 示 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
（ ２ ． 関 連 技 術 の 記 載 ）
外 科 手 術 は 、 癌 の 診 断 お よ び 処 置 に お い て 重 要 な 役 割 を 果 た す 。 乳 癌 の 場 合 、 外 科 手 術 は
、 早 期 診 断 お よ び 早 期 処 置 に よ る 生 存 率 の 有 意 な 改 善 が 実 証 さ れ て い る 医 療 の 重 大 な 構 成
要 素 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
現 在 で は 、 乳 癌 の 外 科 手 術 的 処 置 は 、 胸 部 内 の 解 剖 学 的 境 界 を 考 慮 し て い な い 。 し か し 、
解 剖 学 的 境 界 は 、 胸 部 内 に 癌 が 拡 が る 機 構 を 考 慮 す る に 当 た っ て 重 要 で あ る 。 胸 部 は 、 乳
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頭 － 乳 輪 複 合 体 の 下 を 中 心 と し て 始 ま り 、 腺 の 末 梢 へ と 半 径 方 向 の パ タ ー ン に て 延 び る 、
１ ５ ～ ２ ０ の 葉 か ら な る 。 乳 汁 は 、 主 要 な 管 の 各 々 に つ な が る 多 数 の 小 葉 中 で 生 成 さ れ る
。 乳 癌 は 、 よ り 小 さ な 分 枝 管 の 上 皮 細 胞 に て 始 ま り 、 小 葉 へ と 入 る 。 癌 細 胞 は 増 大 し 得 、
関 連 し て い る 葉 の 管 内 に 拡 が り 得 、 そ し て ／ ま た は 増 大 し 得 、 輪 郭 の く っ き り し た 塊 を 形
成 し 得 る 。 管 内 の 癌 の 拡 大 は 、 微 小 カ ル シ ウ ム 沈 着 が 存 在 し な け れ ば 、 マ ン モ グ ラ フ ィ ー
に よ り 認 識 さ れ な い 。 管 内 で の 拡 大 は ま た 、 サ ン プ ル 切 片 が 、 関 連 す る 管 の レ ベ ル に て 正
確 に 採 取 さ れ な け れ ば 、 標 本 の 病 理 検 査 で 見 過 ご さ れ 得 る 。 腫 瘍 摘 除 お よ び 標 本 検 査 の 現
在 の 方 法 を 使 用 す る こ れ ら の 限 界 は 、 癌 の 不 十 分 な 外 科 手 術 的 処 置 を も た ら し 得 る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
Ｔ ｅ ｂ ｏ ｕ ｌ の 米 国 特 許 第 ５ ， ７ ０ ９ ， ２ ０ ６ 号 （ 本 明 細 書 中 に 参 考 と し て 援 用 さ れ る ）
に 記 載 さ れ る 胸 部 内 部 の 解 剖 学 的 構 造 の 超 音 波 検 査 は 、 そ の 病 巣 お よ び そ の 病 巣 が 含 ま れ
る 葉 に 対 す る そ の 関 連 を 研 究 す る た め に 利 用 さ れ 得 る 。 横 断 像 の （ axial） 管 超 音 波 走 査
を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 罹 患 し た 葉 の 同 定 、 病 巣 サ イ ズ 、 葉 内 の 位 置 、 お よ び そ の 罹 患
し た 葉 内 の 他 の 病 巣 の 可 能 性 （ 例 え ば 、 多 病 巣 性 癌 ） 、 な ら び に ／ ま た は 管 内 へ の 拡 が り
が 、 外 科 手 術 的 処 置 の 前 に 描 か れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
管 系 お よ び 管 系 内 の 小 さ な 病 巣 は 、 超 音 波 機 器 の 分 解 能 の 限 界 に 起 因 し て 同 定 す る の が 困
難 で あ り 得 る 。 従 っ て 、 胸 部 の 特 定 の 葉 内 の １ 以 上 の 管 を よ り 良 好 に 画 像 化 し て 、 特 定 の
葉 の 管 系 内 の 病 巣 の 特 徴 付 け を 改 善 す る た め に 、 胸 部 組 織 の 超 音 波 画 像 化 の た め の 改 善 さ
れ た 方 法 が 必 要 で あ る 。 超 音 波 画 像 化 の た め の 改 善 さ れ た 方 法 は 、 理 想 的 に は 、 特 定 の 葉
の 管 系 内 の 病 巣 の 、 よ り 正 確 な 診 断 お よ び 外 科 手 術 的 切 除 を 容 易 に す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
（ 発 明 の 要 旨 ）
超 音 波 造 影 剤 を 患 者 の 胸 部 の 管 内 腔 へ と 注 入 し て 、 胸 部 の 特 定 の 葉 内 の １ 以 上 の 管 の 画 像
化 を 増 強 し 、 そ の 特 定 の 葉 の 管 系 内 の 病 巣 の 特 徴 付 け を 改 善 す る こ と に よ る 、 胸 部 組 織 の
超 音 波 画 像 化 の た め の シ ス テ ム お よ び 方 法 が 、 開 示 さ れ る 。 本 発 明 は 、 多 く の 方 法 に お い
て （ プ ロ セ ス 、 装 置 、 シ ス テ ム 、 デ バ イ ス ま た は 方 法 が 挙 げ ら れ る ） 実 施 さ れ 得 る こ と が
認 識 さ れ る べ き で あ る 。 い く つ か の 本 発 明 の 実 施 形 態 は 、 以 下 に 記 載 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
１ つ の 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 胸 部 の 特 定 の 葉 内 の １ 以 上 の 管 の 画 像 化 を 増 強 し 、 そ
の 特 定 の 葉 の 管 系 内 の 病 巣 の 特 徴 付 け を 改 善 す る た め に 超 音 波 造 影 剤 を 使 用 す る 、 胸 部 組
織 の 超 音 波 画 像 化 の た め の 改 善 さ れ た 方 法 が 、 開 示 さ れ る 。 こ の 方 法 は 、 病 巣 の 除 去 が 、
葉 の 一 部 、 葉 全 体 、 ま た は 葉 全 体 お よ び 隣 接 す る 周 辺 組 織 の 切 除 を 要 す る か 否 か の 決 定 の
助 け と な り 得 る 。 こ の 超 音 波 造 影 剤 は 、 乳 頭 上 の 管 開 口 部 を 通 じ て 、 そ し て ／ ま た は 管 壁
を 通 じ て 管 内 腔 へ と 注 入 す る こ と に よ っ て 、 管 内 腔 に 注 入 さ れ る 。 さ ら に 、 こ の 超 音 波 造
影 剤 は 、 超 音 波 画 像 化 の 前 お よ び ／ ま た は 間 に 管 内 腔 へ と 注 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の こ れ ら お よ び 他 の 特 徴 お よ び 利 点 は 、 本 発 明 の 原 理 を 例 示 に よ っ て 示 す 、 以 下 の
詳 細 な 説 明 お よ び 添 付 の 図 面 に お い て よ り 詳 細 に 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ 特 定 の 実 施 形 態 の 説 明 ）
超 音 波 造 影 剤 を 患 者 の 胸 部 の 管 内 腔 へ と 注 入 し 、 胸 部 の 特 定 の 葉 内 の １ 以 上 の 管 の 画 像 化
を 増 強 し 、 そ の 特 定 の 葉 の 管 系 内 の 病 巣 の 特 徴 付 け を 改 善 す る こ と に よ る 、 胸 部 組 織 の 超
音 波 画 像 化 の た め の シ ス テ ム お よ び 方 法 が 、 開 示 さ れ る 。 以 下 の 説 明 は 、 い ず れ の 当 業 者
も 、 本 発 明 を 作 り 、 使 用 す る こ と が で き る よ う に 示 さ れ る 。 特 定 の 実 施 形 態 お よ び 適 用 の
説 明 は 、 例 示 と し て の み 提 供 さ れ 、 種 々 の 改 変 は 、 当 業 者 に 容 易 に 明 ら か で あ る 。 本 明 細
書 中 に 規 定 さ れ る 一 般 的 原 理 は 、 本 発 明 の 趣 旨 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 他 の 実
施 形 態 お よ び 適 用 に 適 用 さ れ 得 る 。 従 っ て 、 本 発 明 は 、 本 明 細 書 中 に 開 示 さ れ る 原 理 お よ
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び 特 徴 と 一 致 し た 、 多 く の 代 替 物 、 改 変 物 お よ び 等 価 物 を 包 含 す る 最 も 広 い 範 囲 と 一 致 す
べ き で あ る 。 明 確 に す る 目 的 で 、 本 発 明 に 関 連 す る 技 術 分 野 に て 公 知 の 技 術 的 事 項 に 関 連
す る 詳 細 は 、 本 発 明 を 不 必 要 に 曖 昧 に す る こ と が な い よ う に 、 詳 細 に は 記 載 し な か っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
超 音 波 画 像 化 は 、 患 者 の 胸 部 の 選 択 さ れ た 領 域 内 の 病 巣 の 位 置 を 決 定 し 、 そ し て ／ ま た は
外 科 手 術 的 手 順 の 誘 導 の 助 け と す る た め に 使 用 さ れ る 。 任 意 の 適 切 な 超 音 波 画 像 化 モ ダ リ
テ ィ ー が 、 超 音 波 造 影 剤 に 従 っ て 使 用 さ れ 得 、 こ れ ら と し て は 、 超 音 波 お よ び 三 次 元 超 音
波 が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い こ と に 留 意 さ れ た い 。 超 音 波 ま た は 三 次 元 超 音
波 は 、 胸 部 の 内 部 解 剖 学 的 構 造 を 描 き 得 、 ほ ぼ リ ア ル タ イ ム で 、 ま た は 実 際 に リ ア ル タ イ
ム で 画 像 化 を 生 じ 得 る 。 こ の 超 音 波 画 像 化 は 、 半 径 方 向 の 走 査 お よ び ／ ま た は 横 断 像 の 管
超 音 波 走 査 を 含 み 得 る 。 こ の 超 音 波 画 像 化 は 、 三 次 元 画 像 を 生 成 す る た め に 使 用 さ れ 得 る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
同 時 係 属 中 の Ｌ ｅ ｅ ら に よ る 米 国 特 許 出 願 第 １ ０ ／ ０ ９ ７ ， ４ １ ２ 号 （ ２ ０ ０ ２ 年 ３ 月 １
２ 日 出 願 の 、 標 題 「 Ｄ ｅ ｖ ｉ ｃ ｅ ｓ 　 ａ ｎ ｄ 　 Ｍ ｅ ｔ ｈ ｏ ｄ ｓ 　 ｆ ｏ ｒ 　 Ｔ ｉ ｓ ｓ ｕ ｅ 　
Ｓ ｅ ｖ ｅ ｒ ｉ ｎ ｇ 　 ａ ｎ ｄ 　 Ｒ ｅ ｍ ｏ ｖ ａ ｌ 」 （ 本 明 細 書 中 に 参 考 と し て 援 用 さ れ る ） ）
に 記 載 さ れ る よ う に 、 組 織 切 除 デ バ イ ス は 、 組 織 塊 （ 例 え ば 、 患 者 の 胸 部 の 選 択 さ れ た 領
域 の 病 巣 ） の 切 除 お よ び 除 去 を 容 易 に す る 。 こ の 組 織 切 除 デ バ イ ス の 使 用 は 、 好 ま し く は
、 胸 部 の 内 部 解 剖 学 的 構 造 に 関 連 し て 行 わ れ 、 よ り 具 体 的 に は 、 葉 の 一 部 、 葉 全 体 、 隣 接
組 織 を 含 む 葉 全 体 を 切 除 す る た め に 行 わ れ る 。 超 音 波 造 影 剤 を 使 用 す る 超 音 波 画 像 化 は 、
胸 部 の 内 部 解 剖 学 的 構 造 に 関 連 し て 行 わ れ 、 葉 の 一 部 、 葉 全 体 、 ま た は 隣 接 組 織 を 含 む 葉
全 体 を 切 除 す る た め に 行 わ れ る 、 そ の よ う な 組 織 切 除 手 順 を 容 易 に な し 得 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
超 音 波 造 影 剤 を 使 用 す る 改 善 さ れ た 超 音 波 画 像 化 法 １ ０ ０ は 、 内 部 の 胸 部 解 剖 学 的 構 造 、
特 に 、 葉 構 造 ま た は 葉 内 の 管 の 超 音 波 画 像 化 を 増 強 す る 。 図 １ は 、 超 音 波 造 影 剤 を 管 内 腔
へ と 注 入 す る こ と に よ る 、 胸 部 組 織 の 超 音 波 画 像 化 の た め の 方 法 １ ０ ０ を 示 す フ ロ ー チ ャ
ー ト で あ る 。 工 程 １ ０ ２ に お い て 、 患 者 の 胸 部 の 超 音 波 走 査 が 行 わ れ る 。 工 程 １ ０ ４ に お
い て 、 特 定 の 管 が 、 工 程 １ ０ ２ の 超 音 波 走 査 を 行 う と 同 時 に 同 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
次 に 、 超 音 波 造 影 剤 を 工 程 １ ０ ４ に て 同 定 さ れ た 特 定 の 管 内 へ と 滴 注 ま た は 注 入 す る た め
の カ テ ー テ ル ま た は 針 の よ う な 輸 送 機 構 は 、 管 内 腔 に 挿 入 さ れ る 。 例 え ば 、 カ テ ー テ ル は
、 工 程 １ ０ ６ Ａ に て 示 さ れ る よ う に 、 乳 頭 の 表 面 の 管 の 開 口 部 を 通 じ て 、 管 内 腔 へ と 挿 入
さ れ 得 る 。 あ る い は 、 針 は 、 管 内 腔 を 貫 通 す る よ う に 、 工 程 １ ０ ６ Ｂ に て 示 さ れ る よ う に
、 好 ま し く は 、 工 程 １ ０ ２ の 超 音 波 走 査 の 誘 導 が な お も 行 わ れ た ま ま で 、 患 者 の 胸 部 へ と
挿 入 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
工 程 １ ０ ８ に お い て 、 こ の 超 音 波 造 影 剤 は 、 そ の 輸 送 機 構 （ 例 え ば 、 カ テ ー テ ル ま た は 針
） を 通 じ て 、 管 内 腔 へ と 滴 注 ま た は 注 入 さ れ る 。 工 程 １ １ ０ に お い て 、 超 音 波 走 査 は 継 続
さ れ る か ま た は 管 系 の 内 腔 内 に 超 音 波 造 影 剤 を 有 す る 管 お よ び ／ ま た は 管 系 の 走 査 と と も
に 再 開 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
超 音 波 画 像 化 は 、 必 要 に 応 じ て 、 輸 送 機 構 の 管 内 腔 へ の 挿 入 の 間 、 お よ び ／ ま た は 超 音 波
造 影 剤 の 注 入 の 間 に 行 わ れ 得 る こ と が 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 さ ら に 、 改 善 さ れ た 超 音 波
画 像 化 法 １ ０ ０ の 工 程 １ ０ ４ ～ １ １ ０ は 、 複 数 の 管 に 対 す る 超 音 波 走 査 を 行 い 、 そ し て ／
ま た は 同 じ 管 に 対 す る 超 音 波 走 査 を 繰 り 返 す た め に 、 反 復 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 超 音 波 造 影 剤 は 、 音 響 的 に 検 出 可 能 な ガ ス （ 例 え ば 、 ハ ロ ゲ ン 化 炭 化 水 素 、 ハ ロ ゲ ン
化 ア ル カ ン ガ ス 、 窒 素 、 ヘ リ ウ ム 、 ア ル ゴ ン お よ び キ セ ノ ン か ら 選 択 さ れ る も の ） で あ り
得 る 。 過 フ ッ 化 炭 化 水 素 は 、 そ の 音 響 的 特 性 お よ び そ の 低 毒 性 が 理 由 で 、 好 ま し い ハ ロ ゲ
ン 化 ア ル カ ン ガ ス の 代 表 で あ る 。 過 フ ッ 化 炭 化 水 素 は 、 飽 和 ペ ル フ ル オ ロ カ ー ボ ン 、 不 飽
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和 ペ ル フ ル オ ロ カ ー ボ ン 、 お よ び ／ ま た は 環 状 ペ ル フ ル オ ロ カ ー ボ ン で あ り 得 る 。 こ の 超
音 波 造 影 剤 は 、 代 わ り に 、 液 体 溶 液 中 に 混 合 さ れ た 、 音 響 的 に 検 出 可 能 な ガ ス で あ り 得 る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 明 細 書 中 に 記 載 の 超 音 波 造 影 剤 を 使 用 す る 超 音 波 画 像 化 方 法 が 、 一 般 に 、 軟 組 織 に お け
る 手 順 に 有 用 で あ る 一 方 で 、 こ の 超 音 波 画 像 化 法 は 、 最 小 限 の 侵 襲 性 で 、 胸 部 組 織 中 の 病
巣 ま た は 異 常 の 切 除 の 間 の 正 確 な 制 御 を 提 供 す る 際 に 特 に 有 効 で あ る こ と に 留 意 さ れ た い
。
【 ０ ０ １ ９ 】
種 々 の 他 の 特 徴 は 、 組 織 切 除 デ バ イ ス に お い て 提 供 さ れ 得 る こ と が 理 解 さ れ る べ き で あ る
。 例 え ば 、 ロ ッ キ ン グ 機 構 は 、 切 断 ツ ー ル と ガ イ ド と の 間 の 空 間 的 関 係 に 対 す る 、 よ り 大
き な 程 度 の 制 御 を 確 実 に す る た め に 提 供 さ れ 得 る 。 さ ら に 、 こ の デ バ イ ス は 、 手 動 に よ り
、 自 動 的 に 、 お よ び ／ ま た は 遠 隔 的 に 制 御 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 明 細 書 中 で 言 及 さ れ る 全 て の 特 許 、 特 許 出 願 、 お よ び 刊 行 物 は 、 そ れ ら の 全 体 が 、 本 明
細 書 中 に 参 考 と し て 援 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 が 、 本 明 細 書 中 に 記 載 さ れ 、 例 示 さ れ る が 、 こ れ ら は 、 例 示 に
過 ぎ ず 、 本 発 明 の 趣 旨 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 こ れ ら の 実 施 形 態 に 対 す る 改 変
が 行 わ れ 得 る こ と が 認 識 さ れ る 。 従 っ て 、 本 発 明 は 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 に 関 し て の み
規 定 さ れ る こ と が 意 図 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 は 、 添 付 の 図 面 と 関 連 し て 、 詳 細 な 説 明 に よ っ て 容 易 に 理 解 さ れ る 。 こ こ で 、 類 似
の 参 照 番 号 は 、 類 似 の 構 造 要 素 を 指 し 示 す 。
【 図 １ 】 図 １ は 、 超 音 波 造 影 剤 を 管 内 腔 へ 注 入 す る こ と に よ る 、 胸 部 組 織 の 超 音 波 画 像 化
の た め の 方 法 を 例 示 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
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【 図 １ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト （ コ レ ク ト バ ー ジ ョ ン ） 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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